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JENESYS2015 招へいプログラム  

（対象国：シンガポール,テーマ：文化, 

日本語コミュニケーション・日本文化体験）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、シンガポールより、「日本語コミュニケー

ション」「日本文化体験」に関心を有する高校生および引率者の計 22名が来日し、日本の

政治、社会、文化、歴史及び外交政策に関する理解促進や、日本の魅力等の積極的な発信

を目指し、11月 16日から 11月 24日までの 8泊 9 日の日程でプログラムを実施しました。 

 

２．参加国・人数 

シンガポール 22名 

 

３．訪問地 

東京都、栃木県 

 

４．日程    

11 月 16日（月） 羽田国際空港より入国、来日オリエンテーション 

【歴史的建造物】皇居・二重橋 

11 月 17日（火）【日本理解講義】テーマ：”Japan Today” 

講師：SIMA 国際経営研究所 所長 木村秀夫 氏 

【歴史的建造物】江戸東京博物館、浅草寺・仲見世通り 

11 月 18日（水）【最先端技術】日本科学未来館 

栃木県への移動 

11 月 19日（木）【文化体験/自然/環境】なかがわ水遊園視察、草木染体験 

【学校交流】大田原高校 

11 月 20日（金）【歴史的建造物】那須神社 

【地場産業】大西製麺 製麺体験 

【地方自治体表敬】大田原市役所 

【商業施設視察】トコトコ大田原 

ホームステイ対面式 

11 月 21日（土）ホームステイ 

11 月 22日（日）ホームステイ歓送会、ワークショップ（報告会準備） 

11 月 23日（月）栃木県から東京へ移動 

【報告会】訪日成果・帰国後活動計画発表 

【商業施設視察】台場 

11 月 24日（火）羽田国際空港より出国 
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５．JENESYS2015 招へいプログラム（対象国：シンガポール,テーマ：文化, 

日本語コミュニケーション・日本文化体験）記録写真 

  

11/17【日本理解講義】（東京都） 
11/17【歴史的建造物】江戸東京博物館 

（東京都） 

  

11/18【最先端技術】日本科学未来館 

（東京都） 

11/19【文化体験/自然/環境】 

なかがわ水遊園（大田原市） 

  

11/19【学校交流】大田原高校（大田原市） 11/20【歴史的建造物】那須神社（大田原市） 
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11/20【地場産業】大西製麺 製麺体験 

（大田原市） 

11/20【地方自治体表敬】大田原市役所 

（大田原市） 

  

11/21【ホームステイ】（大田原市） 11/22【ホームステイ】歓送会（大田原市） 

  

11/22【ワークショップ】（大田原市） 11/23 成果報告会（東京都） 
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６．参加者の感想   

 

◆ シンガポール 高校生 

私にとって最も印象的だったのは、日本人は自分たちの文化をとても大切にし、誇りに

思っていることです。また、日本人は、外国人に対して偏見を持つことなく色々なことを

教えてくれ、私たちの国のことを知ろうとしてくれました。 

 他に印象的だったのは、日本人は仕事にも生活にも一生懸命なことです。全てに慎重で、

どんな小さな行動にも最大の努力を払います。さらに、彼らは礼儀正しく、寛大です。 

 私はこのような日本人のことを皆に伝えたいです。皆が素晴らしい日本のことを知るべ

きだと思います。 

 

◆ シンガポール 高校生 

 日本の皆さんが、私たちを暖かくもてなして下さったことがとても印象的でした。ホス

トファミリーは私たちに何か必要なことがないか常に気を配ってくれ、どうやって私たち

にホームステイを楽しんでもらおうかと、常に考えてくれました。 

 また、スーパーで売られている食品の種類の多さと品質の高さには、驚きでした。 

大田原市が出生率を上げようとしている方法も興味深かったです。市は、子供を育てやす

い環境を作るだけでなく、独身の男女が出会うためのイベントを開催しています。これは

人口減少の問題を全体的な観点から解決しようと考えるユニークな方法だと思います。 

帰国したら、ホームステイでの楽しかった経験や、大田原で暮らす人々の生活について周

りに話したいと思います。 

 

◆ シンガポール 高校生 

 私が学んだとても大事なことは、「一期一会」という日本人の人生哲学です。一瞬一瞬を

精一杯生きている日本人は凄いです。このような日本人の考え方が国際的に有名な日本人

の時間厳守、スケジュール厳守の精神や、逆境にあっても前向きに力強く生きる日本人の

原動力になっていると思います。 

 

◆ シンガポール 高校生 

田園の風景に感動しました。丁度秋で木の葉が色づき本当に綺麗でした。シンガポール

には山はありません。四季もありません。日本では地球の自然の美しさが保たれているこ

と、そして訪れる人々に安らぎを与えてくれることに感動しました。都会の喧騒を離れた

ここ那珂川町は本当に美しいところです。シンガポールの人たちにぜひここに来て、この

景観を楽しんでもらいたいです。 

 

◆ シンガポール 高校生 

 ホームステイは私の経験を本当に豊かにしてくれました。畜産農場は本当に印象的で、

私はどのように和牛が飼育されているのかを知ることができました。国に帰ったら、日本

での和牛飼育の様子、畜産農家の人たちは毎朝６時前に起きて仕事を始めること、自分た

ちが食べる食物の殆どを自分たちが生産していることを皆に伝えたいと思います。 
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７．参加者の報告会・帰国後の発信内容 

 

 

 

 

Ageing Population

Many 
abandoned 

farms
Konkatsu Parties Toko Toko 

Otawara

Lack of 
successors

Improving 
Marriage Rates

Children-friendly 
Policies

 

Strong Beliefs and Values

Time Conscious
Commemoration 
of other sentient 

beings 
Recycling

Considerate in all aspects

 

日本での気付き 日本での気付き 

Raising Awareness: Social Media

What: An official Instagram account “JENESYS 2015”

When: With immediate effect

How: Post pictures and videos from our trip with a caption sharing 

our experiences, publicity for subsequent measure

Target audience: General public

 

First-hand Experience: School Exhibition

What: School exhibition with hands-on activities

When: CCA showcase

Target audience: Students and teachers

 

アクションプラン アクションプラン 

Timeline

End of 
2015

By first semester 
of 2016

Before 
Sept 2016

Social 
Media

School 
Exhibition

Sustained 
Updates

 

    

アクションプラン 帰国後の発信（参加者のＳＮＳ投稿） 


